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トリチウムの健康被害
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
に
た
ま
り
続
け

る
放
射
性
物
質
ト
リ
チ
ウ
ム
を
含
む
処
理
水

を
国
と
東
電
は
海
洋
放
出
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
処
理
水
を
貯
蔵
し
て
い
る
タ
ン
ク
内
に

は
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
に
、
基
準
値
以
上
の
ヨ

ウ
素
１
２
９(

半
減
期
１
５
７
０
万
年)

や
ス

ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０(

半
減
期
２
９
年)

な
ど

幾
つ
か
の
核
種
も
残
留
し
て
い
る
こ
と
も
判

明
し
て
い
る
。
各
種
の
処
分
方
法
別
の
費
用

は
３
４
億
円
～
３
９
７
６
億
円
と
大
き
な
幅

が
あ
る
が
、
結
論
と
し
て
は
最
も
安
い
費
用

で
済
む
海
洋
放
出(

費
用
３
４
億
円)

を
行
お

う
と
し
て
い
る
。
こ
の
方
針
は
東
電
会
長
ば

か
り
で
は
な
く
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
更

田
豊
志
委
員
長
も
「
希
釈
し
て
海
洋
放
出
が

現
実
的
な
唯
一
の
選
択
肢
」
と
記
者
会
見
で

述
べ
、
寄
生
委
員
会
化
し
て
い
る
。

ト
リ
チ
ウ
ム
を
含
む
処
理
水
の
タ
ン
ク
容

量
は
上
限
１
３
７
万
ト
ン
と
さ
れ
て
い
る

が
、
現
在
す
で
に
約
１
１
２
万
ト
ン
の
汚
染

水
が
あ
り
、
ま
た
１
日
に
１
５
０
ト
ン
の
汚

染
水
が
増
え
続
け
て
い
る
。
東
電
は
多
核
種

除
去
設
備
（
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
）
で
汚
染
水
を
浄
化

し
て
い
る
が
、
ト
リ
チ
ウ
ム
は
除
去
で
き
な

い
。今

後
は
原
発
近
隣
の
帰
還
困
難
地
域
の
土

地
を
買
い
貯
蔵
タ
ン
ク
を
増
や
す
し
か
な
い

の
で
あ
る
が
、
、
最
も
安
く
済
む
海
洋
放
出

を
行
お
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
廃
炉
が
が
決
定
し
た
福
島
第
２
原

発
に
は
、
広
大
な
敷
地
が
あ
り
、
大
型
貯
蔵

タ
ン
ク
を
造
設
し
長
期
間
地
上
管
理
す
れ
ば

よ
い
の
で
あ
り
、
そ
の
間
に
ト
リ
チ
ウ
ム
の

分
離
技
術
の
開
発
と
人
体
影
響
を
動
物
実
験

に
よ
る
再
検
証
も
行
う
べ
き
で
あ
る
。

原
子
力
ム
ラ
の
人
達
は
、
「
ト
リ
チ
ウ
ム

は
自
然
界
に
も
存
在
し
、
全
国
の
原
発
で
４

０
年
以
上
排
出
さ
れ
て
い
る
が
健
康
へ
の
影

響
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
」
と
安
全
性
を
強

調
し
、
ま
た
「
ト
リ
チ
ウ
ム
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
低
く
人
体
影
響
は
な
い
」
と
安
全
神
話
を

振
り
ま
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
世
界
各
地
の
原
発
や
核
処
理
施

設
の
周
辺
地
域
で
は
事
故
を
起
こ
さ
な
く
て

も
、
稼
働
さ
せ
る
だ
け
で
周
辺
住
民
の
子
供

た
ち
を
中
心
に
健
康
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
原
因
の
一
つ
は
ト
リ
チ
ウ
ム

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

ト
リ
チ
ウ
ム
【tritiu

m

】（
記
号

:

Ｔ
）

と
は
、
原
子
核
が
陽
子
１
個
と
中
性
子
２
個

で
質
量
数
が
３
の
水
素
が
三
重
水
素(

３
Ｈ)

で
あ
り
、
天
然
に
も
宇
宙
線
と
大
気
の
反
応

に
よ
り
ご
く
微
量
に
存
在
し
、
雨
水
そ
の
他

の
天
然
水
中
に
も
入
っ
て
い
た
が
、
戦
後
の

核
実
験
や
原
発
稼
働
に
よ
っ
て
自
然
界
の
ト

リ
チ
ウ
ム
量
は
急
増
し
、
１
９
５
０
年
に
自

北
海
道
が
ん
セ
ン
タ
ー

名
誉
院
長

西

尾

正

道

然
界
に
あ
っ
た
ト
リ
チ
ウ
ム
の
千
倍
以
上

の
ト
リ
チ
ウ
ム
が
排
出
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。こ

の
ト
リ
チ
ウ
ム
は
水
素
の
同
位
体
で
、

化
学
的
性
質
は
普
通
の
水
素
と
同
一
で
す

が
、
β
崩
壊
し
て
弱
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
β

線
を
出
し
て
ヘ
リ
ウ
ム
３(

)

に
変
わ
り
ま

3He

す
。
β
線
の
最
大
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
１
８
・

６

平
均
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
５
・
７

で
物

keV

keV

理
学
的
半
減
期
は
１
２
・
３
年
で
す
。
体

内
で
の
飛
程
は
約
０
・
０
１

(

μ
ｍ)

m
m

10

ほ
ど
で
す
。

こ
の
た
め
原
子
力
政
策
を
推
進
す
る
人

達
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
低
い
の
で
心
配
な
い

と
そ
の
深
刻
さ
を
隠
蔽
し
、
海
に
垂
れ
流

し
て
い
ま
す
。
人
間
の
体
内
で
は
、
水
素

と
酸
素
は
５
・
７

で
結
合
し
水
に
な
っ

eV

て
い
ま
す
。

ト
リ
チ
ウ
ム
の
化
学
的
性
質
は
水
素
原

子
と
変
わ
り
な
く
、
体
内
動
態
は
水
素
で

あ
り
、
ど
こ
で
も
通
常
の
水
素
と
置
き
換

わ
り
ま
す
。
成
人
の
体
重
の
約
６
０
％
を

占
め
て
い
る
の
は
通
常
の
水(

Ｏ)

は
（
Ｈ

H2

Ｈ
Ｏ
）
で
す
が
、
ト
リ
チ
ウ
ム
を
体
内
に

取
り
込
ん
だ
場
合
は
ト
リ
チ
ウ
ム
水
（
Ｈ

Ｔ
Ｏ
）
の
形
で
体
内
に
存
在
し
ま
す
。
経

口
摂
取
し
た
ト
リ
チ
ウ
ム
水
は
尿
や
汗
と

し
て
体
外
に
排
出
さ
れ
る
の
で
、
生
物
学

的
半
減
期
が
約
１
０
日
前
後
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
気
体
と
し
て
ト
リ
チ

ウ
ム
水
蒸
気
を
含
む
空
気
を
呼
吸
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
肺
に
取
り
込
ま
れ
た
場
合
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
血
液
中
に
入
り
細
胞
に
移

行
し
、
体
液
中
に
も
ほ
ぼ
均
等
に
分
布
し
ま

す
。問

題
な
の
は
、
ト
リ
チ
ウ
ム
は
水
素
と
同

じ
化
学
的
性
質
を
持
つ
た
め
体
内
で
は
主
要

な
化
合
物
で
あ
る
蛋
白
質
、
糖
、
脂
肪
な
ど

（
５
面
に
続
く
）資料１ トリチウムの循環と食物連鎖の過程での生物濃縮
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の
有
機
物
に
も
結
合
し
、
化
学
構
造
式
の
中

に
水
素
と
し
て
組
み
込
ま
れ
、
有
機
結
合
型

ト
リ
チ
ウ
ム
（
Ｏ
Ｂ
Ｔ
：O

rg
a
n
ic
a
lly

B

o
u
n
d

T
ritiu

m

）
と
な
り
、
ト
リ
チ
ウ
ム

水
と
は
異
な
っ
た
挙
動
を
と
り
ま
す
。
こ
の

場
合
は
一
般
に
排
泄
が
遅
く
、
結
合
し
た
も

の
に
よ
っ
て
ト
リ
チ
ウ
ム
水
よ
り
も
２
０
～

５
０
倍
も
長
く
な
り
ま
す
。
有
機
結
合
型
ト

リ
チ
ウ
ム
（
Ｏ
Ｂ
Ｔ
）
の
体
内
蓄
積
の
パ
タ

ー
ン
の
一
つ
は
、
原
⼦
⼒
施
設
か
ら
出
る
ト

リ
チ
ウ
ム
⽔
の
⽔
蒸
気
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ

た
⼟
地
で
育
っ
た
野
菜
や
穀
物
ば
か
り
で
な

く
生
物
濃
縮
し
た
⿂
介
類
な
ど
の
⾷
物
を
摂

取
す
る
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
ト
リ
チ

ウ
ム
⽔
の
飲
食
や
吸
入
な
ど
に
よ
っ
て
、
⼈

体
が
必
要
と
す
る
有
機
分
⼦
の
中
に
ト
リ
チ

ウ
ム
を
新
陳
代
謝
し
て
摂
り
込
み
ま
す
。
資

料
１(

４
面)

に
生
態
系
の
中
で
の
ト
リ
チ
ウ

ム
の
循
環
と
食
物
連
鎖
の
過
程
で
の
生
物
濃

縮
の
図
を
示
し
ま
す
。

未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
核
融
合
が

注
目
さ
れ
、
盛
ん
に
研
究
が
行
わ
れ
て
い
た

１
９
７
０
～
１
９
８
０
年
代
に
は
、
ト
リ
チ

ウ
ム
が
染
色
体
異
常
を
起
こ
す
こ
と
や
、
母

乳
を
通
し
て
子
ど
も
に
残
留
す
る
こ
と
が
動

物
実
験
で
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
動
物
実
験

の
結
果
で
は
ト
リ
チ
ウ
ム
の
被
ば
く
に
あ
っ

た
動
物
の
子
孫
の
卵
巣
に
腫
瘍
が
発
生
す
る

確
率
が
５
倍
増
加
し
、
さ
ら
に
精
巣
萎
縮
や

卵
巣
の
縮
み
な
ど
の
生
殖
器
の
異
常
が
観
察

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
現
在
の
規
制
値
以
下

の
低
濃
度
で
も
染
色
体
異
常
が
観
察
さ
れ
て

い
ま
す
。

ト
リ
チ
ウ
ム
は
、
自
由
水
型
の
み
な
ら
ず

ガ
ス
状
ト
リ
チ
ウ
ム
も
そ
の
一
部
が
環
境
中

で
組
織
結
合
型
ト
リ
チ
ウ
ム
に
変
換
さ
れ
ま

す
。
ト
リ
チ
ウ
ム
は
水
素
と
し
て
細
胞
の
核

に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
核
の
中
に
あ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
（
デ
オ
キ
シ
リ

ボ
核
酸
）
は
四
つ
の
塩
基
（
ア
デ
ニ
ン
、
シ

ト
シ
ン
、
グ
ア
ニ
ン
、
チ
ミ
ン
）
が
二
重
螺

旋
構
造
を
形
成
し
遺
伝
情
報
を
含
ん
で
い
ま

す
が
、
こ
の
四
つ
の
塩
基
は
水
素
結
合
力
で

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
核
酸
塩
基
は
プ
リ
ン

や
ピ
リ
ミ
ジ
ン
と
呼
ば
れ
る
窒
素
を
含
む
複

素
環
で
あ
り
、
塩
基
性
と
な
り
水
素
を
受
け

取
る
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
水
素
と
し
て

振
る
舞
う
ト
リ
チ
ウ
ム
が
化
学
構
造
式
に
取

り
込
ま
れ
、
そ
こ
で
β
線
を
出
す
た
め
、
遺

伝
情
報
を
持
つ
最
も
基
本
的
な
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
放

射
線
が
当
た
り
、
ま
た
ト
リ
チ
ウ
ム
が
ヘ
リ

ウ
ム
３
に
元
素
変
換
す
る
こ
と
に
よ
り
４
つ

の
塩
基
を
つ
な
い
で
い
る
水
素
結
合
力
は
破

綻
し
ま
す
。
そ
し
て
塩
基
の
本
来
の
化
学
構

造
式
も
変
化
し
ま
す
。
ヒ
ト
の
細
胞
は
６
～

２
５
ミ
ク
ロ
ン(

μ
ｍ)

で
通
常
は
約
１
０
μ

ｍ
の
大
き
さ
で
、
そ
の
内
部
に
あ
る
重
要
な

小
器
官
は
１
μ
ｍ
以
下
の
有
機
化
合
物
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

放
射
線
の
影
響
は
基
本
的
に
は
被
曝
し
た

部
位
に
現
れ
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
低
く
て

も
水
素
と
し
て
細
胞
内
の
核
に
取
り
込
ま

れ
、
そ
こ
で
放
射
線
を
出
し
て
全
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
放
出
す
る
わ
け
で
す
か
ら
影
響
が
無
い

こ
と
は
な
い
の
で
す
。
有
機
結
合
型
ト
リ
チ

ウ
ム
は
結
合
す
る
相
手
に
よ
り
体
内
の
残
留

期
間
も
異
な
り
ま
す
。

資
料
２
に
人
体
影
響
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と

め
て
示
し
ま
す
が
、
ト
リ
チ
ウ
ム
は
他
の
放

射
性
核
種
と
違
っ
て
、
放
射
線
を
出
す
だ
け

で
は
な
く
化
学
構
造
式
も
変
え
て
し
ま
う
の

で
す
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
構
成
し
て
い
る
塩
基
の
分

子
構
造
が
変
化
す
れ
ば
細
胞
が
損
傷
さ
れ
ま

す
。

資
料
２
で
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
二
重
螺
旋
構
造

を
形
成
し
て
い
る
４
つ
の
塩
基
の
一
つ
で
あ

る
ア
デ
ニ
ン
の
例
を
示
し
ま
す
。
β
崩
壊
後

は
ア
デ
ニ
ン
の
分
子
構
造
も
破
壊
さ
れ
、
遺

伝
情
報
に
影
響
を
与
え
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
二
重
・
三
重
の
負
担
を
Ｄ
Ｎ
Ａ
の

レ
ベ
ル
で
与
え
る
の
で
す
か
ら
い
く
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
低
く
て
も
安
全
な
訳
は
な
い
の
で
す
。

ま
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
構
成
し
て
い
る
塩
基
の
化
学
構

造
式
ま
で
変
え
る
と
い
う
こ
と
は
広
い
意
味

で
人
間
の
遺
伝
子
組
換
え
を
行
っ
て
い
る
と

も
言
え
る
の
で
す
。

（
６
面
に
続
く
）

資料2 トリチウムの細胞レベルでの人体影響のまとめ
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内
部
被
曝
に
よ
る
人
体
影
響
は
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
計
画
以
来
、
軍
事
機
密
と
さ
れ
隠
蔽
さ

れ
続
け
て
お
り
、
ト
リ
チ
ウ
ム
も
そ
の
ひ
と

つ
な
の
で
す
。
ト
リ
チ
ウ
ム
が
ほ
と
ん
ど
無

害
と
さ
れ
、
極
端
な
過
⼩
評
価
を
さ
れ
て
き

た
の
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
（
国
際
放
射
線
防
護
委

員
会
）
の
線
量
係
数
の
設
定
に
よ
り
ま
す
。

内
部
被
曝
を
計
算
す
る
「
実
効
線
量
換
算

係
数
」
は
放
射
性
物
質
１

が
⼈
体
全
体
に

Bq

与
え
る
影
響
度
の
単
位
（

）
に
換
算
す
る

Sv

「
係
数
」
の
こ
と
で
す
が
、
１

と
い
う

Bq

測
定
可
能
な
物
理
量
を
「
⼈
体
全
体
に
与
え

る
影
響
度
」
な
ど
と
い
う
「
仮
想
量
」
に
換

算
す
る
と
い
う
話
⾃
体
が
詐
欺
的
な
疑
似
科

学
で
す
。

μ
ｍ
周
囲
に
し
か
被
ば
く
さ
せ

10

な
い
ト
リ
チ
ウ
ム
の
影
響
を
全
身
化
換
算
す

る
こ
と
自
体
が
で
き
な
い
の
で
す
が
、
Ｉ
Ｃ

Ｒ
Ｐ

は
放
射
線
核
種
と
そ
の
化
合
物
及
び

摂
取
の
仕
⽅
（
経
⼝
摂
取
か
吸
⼊
摂
取
か
）

に
分
け
て
事
細
か
に
全
く
実
証
性
の
な
い
恣

意
的
な
換
算
係
数
を
定
め
て
全
身
化
換
算
し

て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ト
リ
チ
ウ
ム
の
崩
壊
電

離
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
極
め
て
微
弱
で
あ
る
こ
と

を
理
由
に
、
ト
リ
チ
ウ
ム
⽔
を
経
⼝
摂
取
し

た
場
合
、
ト
リ
チ
ウ
ム
１

あ
た
り
の
⼈
体

Bq

全
体
に
対
す
る
影
響
度
は
、

万
分
の

μ

10

1.8

（
Ｈ
Ｔ
Ｏ
：
１

=
×

μ

）
だ
と

Sv

Bq

1.8

10
-5

Sv

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
全
く
実
証
性
の
な

い
換
算
係
数
で
す
。

目
薬
は
眼
に
滴
下
す
る
か
ら
２
～
３
滴
で

も
効
果
も
副
作
用
が
あ
り
ま
す
が
、
目
薬
２

～
３
滴
を
経
口
投
与
し
て
、
実
効
線
量(

)Sv

に
換
算
し
て
内
部
被
曝
の
線
量
は
２
～
３
滴

な
の
で
影
響
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
よ
う
な

も
の
な
の
で
す
。

原
発
稼
働
に
よ
る
健
康
被
害
の
報
告
は
多

く
の
報
告
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
も
有
名

な
報
告
は
ド
イ
ツ
と
カ
ナ
ダ
か
ら
の
報
告
で

す
。
ド
イ
ツ
で
は
１
９
９
２
年
と
１
９
９
８

年
の
２
度
行
わ
れ
た
Ｋ
ｉ
Ｋ
Ｋ
調
査
が
有
名

で
す
。
こ
の
調
査
は
ド
イ
ツ
の
原
子
力
発
電

所
周
辺
の
が
ん
と
白
血
病
の
増
加
に
関
す
る

調
査
で
す
。
そ
の
結
果
は
、
原
子
力
施
設
周

辺
５

以
内
の
５
歳
以
下
の
子
供
に
は
明
ら

km

か
に
影
響
が
あ
り
、
白
血
病
の
相
対
危
険
度

が
５

以
遠
に
比
べ
て
２
・
１
９
、
ほ
か
の

km

固
形
が
ん
発
病
の
相
対
危
険
度
は
１
・
６
１

と
報
告
さ
れ
、
原
発
か
ら
の
距
離
が
遠
く
な

る
と
発
病
率
は
下
が
っ
た
と
い
う
結
果
で

す
。カ

ナ
ダ
・
ピ
ッ
カ
リ
ン
グ
重
水
原
子
炉
周

辺
都
市
で
は
小
児
白
血
病
や
新
生
児
死
亡
率

が
増
加
し
、
ま
た
ダ
ウ
ン
症
候
群
が

も

80
%

増
加
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
国
内
で
も
報
告

が
あ
り
、
全
国
一
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
量
が

多
い
玄
海
原
発
で
の
調
査
・
研
究
に
よ
り
、

森
永

徹
氏
は
、
玄
海
原
発
の
稼
働
後
に
玄

海
町
と
唐
津
市
で
の
白
血
病
の
有
意
な
増
加

を
報
告
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
の
泊
原
発
周
辺
で
も
稼
働
後
に
が

ん
死
亡
率
の
増
加
が
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

泊
村
と
隣
町
の
岩
内
町
の
が
ん
死
亡
率
は
泊

原
発
が
稼
働
す
る
前
は
道
内
１
８
０
市
町
村

の
中
で

番
目
と

番
目
で
し
た
が
、
原
発

22

72

稼
働
後
は
道
内
で
１
位
が
泊
村
、
２
位
が
岩

内
町
に
な
り
、
３
位
が
寿
都
町
と
な
っ
て
い

ま
す
。

最
後
に
ト
リ
チ
ウ
ム
の
排
出
規
制
基
準
値

は
、
水
の
形
態
の
場
合
は

／

で
あ
り
、

60
Bq

cm
3

水
以
外
の
化
合
物
の
場
合
は

／

、
有

40
Bq

cm
3

機
物
の
形
態
で
は

／

で
す
。
水
中
放

30
Bq

cm
3

出
の
濃
度
規
制
値
は
１

当
た
り

を
１

cm3

60
Bq

リ
ッ
ト
ル
に
直
す
と
６
万

／
Ｌ
で
す
。
そ

Bq

れ
以
下
に
薄
め
れ
ば
海
洋
放
出
で
き
る
わ
け

で
す
。
な
お
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
の
規
制
値
は

／
Ｌ
で
す
。
こ
の
ト
リ
チ
ウ
ム
の
規
制

90
Bq

値
も
全
く
根
拠
は
な
く
、
日
本
で
最
初
に
稼

働
し
た
福
島
の
沸
騰
水
型
原
子
炉
で
は
年

間
約

兆

の
ト
リ
チ
ウ
ム
を
排
出
し
て

20

Bq

い
た
の
で
、
１
割
増
の
年
間
約

兆

の
ト

22

Bq

リ
チ
ウ
ム
の
海
洋
放
出
を
Ｏ
Ｋ
と
し
た
も
の

で
あ
り
、
人
体
影
響
と
は
関
係
が

な
い
規
制
値
な
の
で
す
。
資
料
３
に
ト
リ
チ

ウ
ム
の
規
制
値
を
示
す
が
、
日
本
は
世
界
一

緩
い
基
準
で
す
。

原
発
事
故
が
起
こ
ら
な
く
て
、
稼
働
に
よ

り
放
出
し
て
い
る
ト
リ
チ
ウ
ム
が
健
康
被
害

に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
ト
リ
チ
ウ
ム
は

原
発
か
ら
近
い
ほ
ど
濃
度
が
高
く
、
そ
れ
に

食
物
連
鎖
で
次
々
、
生
物
濃
縮
し
ま
す
。
処

理
コ
ス
ト
が
安
い
か
ら
と
言
っ
て
ト
リ
チ
ウ

ム
を
海
洋
放
出
す
る
こ
と
は
、
人
類
に
対
す

る
緩
慢
な
殺
人
行
為
な
の
で
す
。

(

了)

資料3 各国のトリチウムの水質基準値


